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（届出概要説明資料） 

 

審議案件に関する概要 

 

  令和７年10月９日 第５部会提出  

 

 

 

 

 

  届出条項     大規模小売店舗立地法第５条第１項 [新設] 
 

  届 出 日     令和７年４月11日 

  担当部署     北海道十勝総合振興局産業振興部商工労働観光課 

 

 1 届出者 

 

 

  

 氏名又は名称及び代表者の氏名       住所 
 

株式会社トライアルカンパニー 

     代表取締役 石橋 亮太 
福岡県福岡市東区多の津１丁目12番２号 

 

  2 届出事項 

 

 

 

 

 

 

(1) 店舗名及び所在地 トライアル音更店 

北海道河東郡音更町木野大通東10丁目6番33外 
 

(2) 小売業者名、代表者名及び住所 株式会社トライアルカンパニー 

代表取締役 石橋 亮太 

福岡県福岡市東区多の津１丁目12番２号 

(3) 新設日 令和７年12月12日 

(4) 店舗面積の合計 2,131㎡ 
 

(5) 施設の配置 駐車場の収容台数 88台 

駐輪場の収容台数 30台 

荷さばき施設の面積 72㎡ 

廃棄物保管施設の容量 54㎥ 

(6) 施設の運営 

   方法 

 

開店時刻・閉店時刻  24時間 
 

駐車場の利用時間帯 24時間 

駐車場の出入口数 出入口２箇所 

荷さばき時間帯 N0.1 24時間 N0.2 6:00～22:00 

  

3 審査事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 駐車場整 

 備等への 

 配慮     

 

 

 

 

 

指針必要駐車台数の整備 必要台数88台≦設置台数88台 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

従業員駐車場等の整備 届出外台数（133台）から充てる（従業員数未確定） 

駐輪場の整備 30台分設置 

来客車両等の入出庫方法 屋外平面自走式、オペレーター無し 

搬入車両等の誘導 ・ 配送センターにてパッケージ化することによる

車両台数の軽減及び計画的なダイヤグラムの組

んで運営 

歩行者の安全対策 

 

・ 搬出入車は来店車両出入口と共用し敷地内を通

行するため、搬出入車両のドライバーには、十

分注意して走行するよう指導徹底 

・ 適宜、停止線や横断歩道の路面標示を行い安全

に配慮する予定 

交通整理員の配置  ・ 繁忙期、オープン時に配置後、利用状況を把握

した上で配置日及び人数を検討して適切に対応 

除排雪による堆積方法 ・ 届出外の余裕台数エリア（従業員等駐車場）を

堆雪スペースとして活用し、必要駐車台数を確

保 

・ 出入口については、車両からの見通しが確保で
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きるよう配慮 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 騒音発生 

 への配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼間の等価騒音レベルの

予測結果 

 

予測地点 環境基準値 予測結果 評 価 

Ａ 55dB 43dB ◎ 

Ｂ 55dB 27dB ◎ 

Ｃ 55dB 46dB ◎ 

Ｄ 55dB 41dB ◎ 

夜間の等価騒音レベルの

予測結果 
Ａ 45dB 42dB ◎ 

Ｂ 45dB 26dB ◎ 

Ｃ 45dB 44dB ◎ 

Ｄ 45dB 40dB ◎ 

夜間の音源 

毎騒音レベ 

ル最大値の 

予測結果 

予測地点/音源の種類 規制基準値 予測結果 評 価 

15 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

16 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

17 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

18 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

19 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

20 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

21 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

22 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

23 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

24 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

25 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

26 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

27 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

28 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

29 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

30 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

31 空調室外機 40dB 
58dB 

(10dB) 
○ 

32 冷凍室外機 40dB 35dB ◎ 
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33 冷凍室外機 40dB 35dB ◎  

 

 

 

34 冷凍室外機 40dB 35dB ◎ 

35 冷凍室外機 40dB 35dB ◎ 

36 冷凍室外機 40dB 33dB ◎ 

37 冷凍室外機 40dB 27dB ◎ 

38 キューピクル 40dB 14dB ◎ 

a 来店車両走行音 40dB 
58dB 

（26dB） 
○ 

a 荷さばき車両走行音 40dB 
65dB 

（33dB） 
○ 

ｂ 
No.1荷さばき台車

走行音 
40dB 25dB ◎ 

ｂ 
No.1荷さばき荷卸

し音（床面） 
40dB 37dB ◎ 

ｂ 
No.1荷さばき荷卸

し音（昇降） 
40dB 37dB ◎ 

ｂ 
No.1荷さばきドア

開閉音 
40dB 38dB ◎ 

※ 評価◎は、敷地境界で規制基準を満足する 

※ 評価○は、保全対象側敷地境界で規制基準を満足する 

()内数値は保全対象側敷地境界でのdB 

騒音問題の一般的対策 ・ 設備機器の定期点検を実施し経年劣化による騒

音発生の防止に努める。なお、周辺住民より苦

情が発生した場合には誠意を持って速やかに対

応する 

・ 従業員や取引先業者に対して、店舗周辺及び駐

車場内走行時の安全確認や低速走行を行うよう

指導する 

荷捌き作業時の対策 ・ 計画的な荷さばき計画により台数の低減や作業

の短縮化を図り騒音低減に努める 

・ 夜間荷さばきにあたっては、バックブザーを切

る対応を行う 

付帯設備・施設等の対策 ・ 来客に対し、駐車場内での低速走行、アイドリ

ングストップ等の静音を呼びかける看板を設置

する 

・ 室外機は最新の低騒音型を設置する。 

青少年等の蝟集等の対策 ・ 適宜従業員等による見回りを実施することや声

掛けを行い青少年等の蝟集等の防止に努める 

その他の対応方策 ・ 設備機器は住居側へは配置しない計画とし配慮 

(3) 廃棄物等 

への配慮 

 

 

 

 

指針容量の整備 ・ 指針容量 14.46 ㎥≦ 設置容量 54 ㎥ 

保管場所の位置、構造等 ・ 廃棄物等の保管場所は室内を基本として計画 

運搬・処理対策 ・ 生ごみは密封した容器に保管し、室温管理する

ことにより悪臭の防止に努める 

・ 食品加工場の排水は、グリストラップを経由し

下水道に排出する 

減量化、リサイクル等 

 

・ 廃棄物の発生抑制に努め、再利用できるものは

再利用し、生じた場合は品目ごとの分別を徹底

し、減量化や資源化を行う 

・ 廃棄物の発生抑制や分別・減量化の指導を徹底

する 
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・ 食品リサイクル法に基づき、食品残さの資源化

を行う 

調理臭、悪臭の飛散防止 ・ 食品加工場の排気は、フィルター設置、排気の

吹出口の向きを住居側に向けない等を行い、悪

臭防止に努める 

その他の対応方策 

 

・ 廃棄物の発生抑制に努めるとともに、生じた場

合は法令に則し、品目ごとに分別してリサイク

ルに取り組み、保管時は飛散及び流出の防止や

悪臭が生じないよう適切に運営管理する 

(4) 街並みづくり等への配慮 ・ 周囲の景観に調和した色彩や色調、外観に配慮 

・ サーチライトや光源が点滅する照明を使用しな

い 

・ 照明等は周辺に悪影響を及ぼさないよう照明器

具の照射方向、照明の強さについて十分に配慮

する 

(5) 防災対策への配慮 ・ 自治体より協力要請がある場合は対応を検討す

る 

(6) 防犯対策への配慮  ・ 可能な限り死角を作らないような商品陳列を心

がける。また、店内の適切な位置に防犯カメラ

を設置する 

(7) 関係行政機関との協議状況  

 
公安委員会 

 

北海道釧路方面 

帯広警察署 

交通第一課 

令和７年３月４日 

計画概要について説明 

○荷さばき及び従業員駐車場エリアへ来店車両が

誤侵入しないように注意喚起看板等の設置を行

うこと 

→来店車両の誤侵入防止のための注意喚起看板

を設置する 

 

 

北海道警察本部 

交通部交通規制課 

令和７年３月５日 

計画概要について説明 

○停止線や横断歩道等の路面標示を図面に示すこ  

 と 

→停止線や横断歩道等の路面標示を図面に追加 

○No.2 出入口の出庫矢印は左折矢印（左折誘導） 

とし、入口の案内看板に左折出庫の旨を表示する 

こと 

 →No.2 出入口の出庫矢印は左折矢印とし、入口 

の案内看板に左折出庫の旨を表示する 

○オープン時は交通整理員を配置し、支障がある場 

合はその後も継続する等を検討すること 

 →オープン時は交通整理員を配置し、開業後の交 

通状況等を把握して必要に応じて対応を講じ、 

適切に運用する 

 

道路管理者 

 音更町土木課 

 

令和６年１１月２２日 

計画概要に沿って説明 

○出入口の切り下げ幅についての協議 

 →協議内容に基づいた切り下げ幅で計画 
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地元市町村 

 音更町経済部 

商工観光課 

 

令和７年３月４日 

計画概要に沿って説明 

○指摘事項なし 

 
  音更町町民生活部 

環境生活課 

 

令和７年２月５日 

計画概要に沿って説明 

○計画地の規制基準について確認 

 →教示いただいた基準にて予測評価する 

 

 
  

音更町教育委員会 

学校教育部 

学校教育課 

 

令和７年３月４日 

計画概要に沿って説明 

○通学路指定について確認 

→計画地出入口前の通学路指定はないが、従業員 

や搬出入業者に対して周辺道路を通行する際 

は、児童に十分注意して走行するよう指導する 

 

 

 

4 市町村、住民等の意見 

 
(1) 市町村の意見 意見なし 

 
(2) 住民等の意見 意見なし 

 

  5 道(十勝総合振興局連絡調整会議)の意見 

 意見なし  

 

 


